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事務所長からのメッセージ 
 
皆さん、明けましておめでとうございます。今年もこのサイトをご覧いただき、ありが

とうございます。私どもでは、道北地域の金融や経済に関する最新の情報発信に努めてお

ります。皆様に信頼され、皆様の役に立つ事務所を目指して、今年も職員一同邁進してい

く所存ですので、引続きどうぞよろしくお願い申し上げます。いかなることでも結構です

ので、ご意見やご要望をお寄せください。このページ右下のアドレスにアクセスしてくだ

さい。 
 

  1 月９日に公表しました「金融経済概況（道北地区）」では、道北地域の景気の基調
判断を前月と同様の「厳しい状況にある」に据え置きました。最近の世界経済や国内

経済全体の動きはとても急激で、わが国景気の判断は下方修正を余儀なくされていま

す。しかし、当地域に限ってみれば、全国よりも先行して悪化傾向がみられた結果、

先月の各需要項目の判断を大きく変更すべきものはなく、また全体感（基調判断）も

不変としました。落込みの度合いは、全国対比でみれば相対的にマイルドと言うこと

ができると思います。道北地域の景気は「厳しいながらも、どっこい粘り強く持ちこ

たえている」と判断しています。 
 

  いくつかお知らせです。 
 
１．年頭にあたり、また経済エッセイをしたためました。地元企業の方々に元気を出して

この難局を乗り切ってもらいたいとの思いから、タイトルは「年頭所感 2009：Hope 
～パンドラが残してくれた「希望」と坂の上の雲～」としました。是非、ご一読くだ

さい。 
 
２．1月 1日付けあさひかわ新聞に「新春鼎談」の模様が掲載されました。また、1月 5日

付け北海道新聞社説に先月このコラムで書いた小職のメッセージが引用されました。 
 
３．2月 3日（火）に、宇平札幌支店長が旭川で講演を行います。主催は旭川経営者協会で
す。詳細はこちらですので奮ってご参加ください。 
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